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 大多数の哺乳動物に於いては，赤核（：Nucleus－

ruber）からは赤核脊髄路（Tracturs rubrospinalis j

monakoW氏束）が顯著な集束を形成して脊髄に

下降して前角紬胞に連絡し23）・24），9S）・11），錐艦

外路蓮動系中の重要な一因子をなしてみる2B）．

 Hatschek（1907）10）は：赤核の比較解剖學的研

究から，赤核：を大細胞部と小細胞部とに分け，

前者は哺乳動物では良く畿揮してみるが，入i類

では痕跡的存在となってみるに：過ぎない事を明

かにした．人置箇に於いて普通赤核と謂はれてる

る部分はHatschekの小系田胞性赤核（Nucleus－

tuber parvoce］lularis）に相當するものであって，

該核からの織維は中心被蓋束の大部分或は全部

を形成して下行し，同側の「オリーブ核に絡る

事は，K6rnyey i 5｝， Gamper 7）等に依って明か

にされた所である．然らば，人脳に於いては僅

に痕跡的に認められるに過ぎない大細胞性赤核

は如何．該核の存在位置に就いても，叉之を構

成する紳経細胞の性質に關しても，論議は旺々

であったが，最近三友22）は大細胞性赤核に大小

の因子がある事，そして細胞は主として背方と

腹方とに分れ全艦として疎ではあるが一團をな

干

してみる事，又各細胞群の四達の程度及び配置

に就いては，可なり著しい個艦的差異のある事

を明かにし，細胞開脚に就いては個人的差異を

考慮に入れても一側1⑪OO個以上には出でぬであ

らうと述べてみる．入間以外の哺孚鋤物に於い

て顯著な集束を形成する赤核脊髄路が大細胞性

赤核から下する事は明かな事實28）・n）であるが，

人類に於いて痕跡的存在となってみる大細胞性

赤核からの織維が果して伺ほ赤核脊髄路として

實在するや否やに就いては，必らすしも意見

の一致を見てみない。：F⑪ef5ter及びGage1 6），

Andre一一Th⑪mas i）等は入類には赤核脊髄路は無

いだらうと云ひ，小川27）は殆んど見えない位に

明達が貧弱であるか，或は寧ろ鹸如してるるの

ではなからうかと考へ，一方Holmes i2）， Col】ier

及び：B乞zard引）等は該路を認めた如く記載し，

Stern 32）も亦該路の存在を闇接に讃明し得たと

云ってみる．この様に哺乳動物に於v・て錐饅外・

路蓮動系の最：も重要な一因子をなしてみる赤核

脊髄路は，人罷iに於けるその存否が猫未確定と

すべきである。余は正常人に於ける大細胞性赤

核の検索を行ふと共に，中椹紳経系に病攣のあ
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26 設 樂

る二三症例の検索を行って，この問題を決定し ようと試みた。

硯 究 方 錯

痛究の自象となった症例は第1表の如くであって，

死後一定時蘭（6時間内外）以内の剖樵に依って得た

新鮮標本を直ちに10％中性Fermalin液で24時間固定

した後赤核を中心とする謎謎の一定範國を切り出し，

第 1 表

症例 性1年齢 病  名
脊髄侵襲の
射照となり
たる主症状1

手術，旧式叉は肺

経回膓の機轄
部 位艦嵩

・！♂133情倒
2s14。i胃癌1
3，

4

5

6

9

g1

6

6

47

37

28

48

右乳癌

右乳癌

直腸癌

胃  癌

左下腹部亜
に腰部激痛

腰部より爾
下肢に放散
する激痛

癌  轄  移

癌轄移による脊
麗横断障碍

爾  側  性
脊髄薗側索切断

同 上

右仁心淵瀬附近
右動眼神経核附近 約4ケ月
右三：叉聯経根基部

第8－10胸鷲 67  日

右第5頸離
左第5頸髄 ／5日

右第8頸瞬
左第6頸髄」 6  日

Myelinを除去する爲に約3mm．の厚さの薄片に分割

して純アルコール中に約1ケ月保存し，之にCelloidin

包埋を施して251∬の連績切片とし，Spielmeyer 3bに

從って：Nissr標本を作った。叉Marchi至適時期の標

本が得られた場合は，5乃至6時聞10％詩性Formalin

液で固定して二二に耐え得る硬度を得させた上，Nissl

染色の場合と同檬略3mm・の厚さの薄片に分割して

Mtiller液に移し， Marchi染色の用に供した17），

 大細胞性赤核の位置に醐しては種々記載されてるる

が，三友21｝に從へば，動眼財経根と局所的に近い位置

にあり，その前端は小細胞性赤核中に散在性に認めら

れ，後孚は白核の高さにあり，申央部は自核の背腹に

密に集って見出される．從ってその存在位置から背方

群，腹方並並に爾群を疎に蓮絡づける中間群の3群に

大別出定，各群は衣の如き細胞成分で構成される．

亘大細胞

大細胞
腫細胞
小細胞

長  径

sot－vso pt

se fi－60 xi

30N35！t

25N40 pt

短  脛

40－v50／i

  25 pt

15’“一25／t

1 O，一一20 ／t

 細胞数の算出に當っては，2欄切片に跨がる細胞の

過算を防ぐ爲に，核小髄の存在を標準とした．Gaule

及びLew豆n 8）は二二繊維並に神経細胞の算出に當っ

て，紳纒細胞には核小膣が2個ある場合がある爲に核

小山を標準とする時は過算の恐れがあるとして，補正

法を探ってみるが，余の検索例では斯る細胞は認めら

れなかった．

 各種の機轄に因って起るTigrolysisに於いて，攣化

細胞の辿る師命特にその核については，或は核は終娼

存在するとなす者 33），或はTigrolysisの極書に胞盟

外に押出されて無核細胞となり，終には細胞そのもの

が浦失する場合があると云ふもの30） e鋤等睡々であっ

て，後者の様な場合攣化細胞の算出に核小燈を標準と

する事は，過少算出の虞れがあるが，細胞激算出に當

って核小盟の存在を一條件とする事は，2個切片に跨

る細胞の過算を防ぐ意味に於いて，ある程度一定の成

績を得さぜるであら5と考へられる．細胞鰹の径測は

検索細胞の長径並に短径を測定して，各細胞威分に細

別したのであるが，攣化細胞に見られる核偏位並に後

』にも述べる様に，Tigr⑪id小瞳の全く正常な細胞に於

いても少敷ながら核偏位が認め得られると云ふ事寳か

［ 26 ］



入囎赤核脊髄路に就いて 27

ら，核小聖の存在を細胞の算出條件とした丁丁値は常

に必らずし毛脚索細胞の最大の長径酋に短径を示すも

のではない．

 騰叉は脊髄内各禰経繊維の起始細胞の決定には，神

経細胞の逆行性二化の追求が有力な三一方法であっ

て，Niss1働が舌下騨経切断後該紳維i核細胞に認めた

所のTigroid小燈の融解，胞幽の膨化，核の偏位がこ

の場合にも梅索の標準になるのであるが，二二細胞は

軸索損傷に因る攣化以外に，之と類似の同化が各種の

急挫傳染病，中毒，飢餓，全身衰弱等の際にも現はれ，

且つ叉死後攣性（Cadaver6se Versnderung），或は固定

染色に因っても影響を蒙る事はNiss1鋤， Spielmeyer
30＞， Kohustarnm iS，）， Faworsky 5）， Marinesco 20）， 2i），

Lugar⑪ ls） ，安藤s）， Goldstein及びFiatau 9・）等の記

載する所であって，起始細胞決定に際しては，軸索損

傷に因る逆行性攣化状と嚴密に匪別を要する，

 検索標本の融化の中には，完全なTigrolysisの形

態を示すものから，それと正常細胞との間の各種の移

行型が存在する事は容易に考へ得られる事であって余

は攣化細胞を，

    1）完全チグロIJ 一一ヂス

    2）不完全チグロリーヂス

 とに大別した．肇者’はTigroid小燈のみの形態學的

墜化は認められるが，胞瞳の膨化は著明には認めら．れ

ず，核偏位も著明ではない礎化細胞である．憂化細胞

の斯る十分は，些些の謝象となってみる問題の核が軍

一のElementより構成されぬ場合，師ち種汝の大さ

の細胞に依って構成されてみる場合には甚だ重要な事

項となる．

 余は大細胞性赤核を左右爾側に分ち，各側の細胞を

背理群，織方群及び中超群の3群に大別し各群を各細

胞威分に細別して梅塾した．聞質核（Nucleus interst－

itialis〔Cajal〕）の細胞は大細胞性赤核に算へなかっ

た．

症例並に所見

 第1例，武○某男．33歳。賢師．

19覗年4月20日，胃癌の診闘の下｝こ胃切除同年8

月7日．：野晒症状の下に死亡．特1志によって剖樵．腹腔

動脈各枝の周邊に多激の淋巴腺轄移あり，叉DOU91as
                     ノ
氏窩底には栂指頭大乃至’鳩卵大の激個の癌轄移を認

む．拶脊薩には肉眼的に病的璽化ほ詔められず，

 大細胞性赤核の組織學的所見，

 大細胞性赤核の細胞は一般に多極性であって，

Tigroid小藩，：Lip⑪fuscinに富み，核偏位細胞も少数

ではあるが認められる．Tig：roid小盟は何れもその輪

廓は鮮明であって，短棒賦或は球賦を呈し，線駄に美

しい配列を示してみる．melaninを含む細胞はどの細

胞成分にも認められず，且つ核小野2箇を有するもの

はない．病的細胞は1箇も認められなかった，（附手

紬1圖，第2圖〉．各群申，背方群が最も良く震達し

てお鵜一側の大細胞性赤核細胞激は約400箇であっ

て，］巨大細胞，大細胞の合計は，全細胞数の約1／3を占

めてみる，検索切片から算出した大細胞赤核の前後径

は，固定による縮少を考慮に入れると鋤，約2・Omm・

である．（第2，第3，第4表）．

第2表 武○；裳男 33歳 健常脊髄 （第1症…例）

右側大細胞性赤核

背 方 謹

聴 間 群

腹 方 群

総 計

総幽

細
胞

95

16

78

189

総細胞敷に封ずる各成
分細胞の％
総細胞蜘ヒ封ずる各成
分i珪化細胞の％

各細胞成分中に於ける
愛化藍に正常細胞の％

：巨大細胞

5

0

3

8

士

o

o

o

o

十

〇

〇

〇

o

4．2

100．0

oi o

ol o

大細胞

27

3

24

54

±

o

o

o

o

十

〇e

o

o

e

28．6

zco．o

o

o

e

o

中細胞

25

4

18

47

±

o

o

o

o

十

〇

e

o

e

24．9

zoe．o

o

e

o

o

小細胞

38

9

33

80
靹

±

o

o

o

o

十

〇

〇

〇

〇

42．3

1oo．e

o

o

o

o
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28 設 樂

小細胞

40

5

38

o 1 s3

十

o

o

o

o

o

⑪・咽・

左側大細胞性赤
嘘細胞

±

o

o

o

o

30

11

21

28．7

62

十

〇

〇

〇

大細胞

±

o

o

o

oE o

29

7

25

 ’

o i ioo．ol o

o o

28．2

o

61

O 1 lse．o

亘大細胞

＋1±

o

o

e

o

o

o

o

o

o

o

4．6

e

6

0

4

10

o 100．0

核

心
細
胞
敷

105

 23 i

 88

216

背 方 群

?間 三
?方 群

総    計

      … 一  一�Tに劉する各成
Eの％
胞敷に目する各成
ｻ細胞の％
胞成分申に於ける
ﾀに正常細胞の％

備 考  二枚毎に二二

   正常細胞

±：不完全チグロリーヂス

十：完全チグロリーヂス

→ 以下同断

第3表 第 1 症例

右側大細胞性赤核

各攣化細胞％

総攣化細胞％

士

。

十

o

o

左側大細胞性赤核

十

。

±

o

o

各鍵柁細胞％

総二化細胞％

第4表 第 1症 例

大 細 胞 性 赤 核

繕  数

405

総細胞激に
封ずる％

各細胞二分
に於ける％

亘大細胞

18

4．4

100．0

±

e

o

o

十

〇

o

o

大細胞

1工5

28．4

1eo．o

士

o

o

十

e

o

ol o

中細胞

legI

26．9

100．0

主
L色

mo
|

 o

小細胞

＋1一

ol 163

el 40．2

o
1 i6e．d

土

o

o

o

十

〇

o

o

 第2例．自○某男．40歳．無職．

 1941年9月8日。胃癌の診断の下に開腹．癌性憂化

は膵臓周園，結腸間膜，大動脈周困淋巴腺に迄擾大し

てみた爲，胃切除の上下なく胃室腸吻合を行ふ。本患

者には出血性素因があり，腹壁縫合部にも出血を認め

たが，術後約8時間で死亡した，特志により剤槍した

所，胃内に約5⑪0蝿の血液があり，脊腿腔に於いて略，

薦腿から第12胸髄の高さに亘って硬膜内に血液の瀦溜

を認めた．然し懸脊髄には外観並に割面に肉眼的著攣

を誰明し得なかった．

 大細胞性赤核Q組織的所見．

 攣化細胞は何れの細胞成分にも僅少ながら認められ

るが，攣化の程度は不完全噴gr⑪lysisの範團を脱し

て居らず，完全Tigr。］ysisの像を示す細胞は認めら

れない。白化細胞には胞子の著しい膨化を認め難く，

原形質は濃青に染鱈Tigr⑪id小饅は識別困難であっ

［ zs ］



人膣赤核脊腿路に就L；て 29

て，僅かに核周團或は細胞周邊部に穎粒状に六十して

みる像を示すに過ぎない。核偏位も著明ではなく，原

形質突起は美しく染出されて比較的長く追求し得られ

る・（附圏第3圖，第4圏）．正常細胞は：Lip⑪fuscinに

富み，Melaninを舎まず，核偏位を示すものも少藪認

められ，核小睡2箇を有するものはなかった。背方

群，腹方群共に同程度に護達してみて，一一側の全細胞

激は約900箇であb，二大細胞，大細胞の合計は全細

胞激の約鷲を占めている。核の前後径は約3．5m皿．で

あった．（固定縮少も考慮加算す．以下同衝．第5，

第6，第7表），

第5表 白○≡某≡男 40歳 「健常脊髄 （第2症例）

背 方 上

中 間 群

鶴 方 群

右

下
細
胞
鐵
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10

78
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備 考  五枚毎に検索
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ｪ細胞の％
一
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第6表 第2症例
右側大細胞性赤核

各攣化細胞％

講患獲1化系田丹包％
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第7表 第 2 症例

大 細 胞 性 赤 核

：巨大細胞

総  激

359

総細胞鐵に
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各細胞成分
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±1＋
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士
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±

1

O．3

0．5

十

〇
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 第3例，高○某女．47歳，鐵蛍職員族．

 1938年6月，右乳癌の診噺の下に某病院で右乳房切

断術を受けた．1939年12月に至って，右眼盲，右眼球

突出，昔聲噺襲，呼吸並に嚥下困難を訴へる標にな払

同月’：16日，東京康樂病院入院。當時右肺野にも癌轄移

があり，ee 194⑪年2月24日遽に死亡．特志によって

剖樵，頭蓋窩右下は禰蔓性に癌浸潤を蒙り，vr， VE，

V，VI， VI【，▽HI，1X， X等の膿帥経根は何れも癌組

織中に埋浸し，爾癌轄移は右中心門司附近皮質下に釜

卵大，右動眼紳経核附近に小豆大，右三判示申経根基部

に小豆大のものが認められた．摘出した麟脊腿は堅甲

被蓋上端で爾罪し，橋の上部，延髄オリーブ核略中

央部，筆尖墜下，凹型交叉部及び第1頸髄から各約

3m皿．の切片を取り出して，所定の方法によりMarchi

染色をなす一方，他の部分は一部にS。harlach染色を

なし，残部は悉くMyelinウ除去してNissl染色を施

した．

 大細胞性券核の組織學的所見・

 攣化細胞は大，申，小各細胞成分申に夫k僅かに認

められるが，雨虎細胞には攣化はなく・大細胞では1

箇の鍵化細胞を見るに過ぎない。攣化細胞申には完全

Tigrolysisの像を示すものも少激ある．本症例に認め

られる攣化細胞の示す像は，細胞全野が一般に淡く染

色され（附圏第5圖，第6圖），不完全Tigr⑪lysisの像

を呈するものでは，Tlgroid小盟の崩壊は定型的な逆

行性攣化の像に比べて汚い懸を興へるのであって，禰

蔓性崩竣の傾向を示してみる．正常細胞は：Lipofusein

に富み，Me！aninを含一まず，核偏位は極少数の細胞に

しか認められない．核小照2箇を有する細胞は見なか

った。背方群が稽良く護達しており，一側の全細胞激

は約50⑪箇であって，：巨大細胞，大細胞の合計は刺細

胞激の約1／2・5を占めてみる・核の前後径；は約2・1mm・

であった．（ee 8，第9，第10表）．

 猫本症例に於ける右動眼帥経核附近の癌轄移は前後

の長さ約72mm，最大横断面に於ける長州約5．5mm，

短径約4．1mm．の略小豆大のものであって，右動眼笹

島8表 高○某女 47歳 右動眼顧経核附近 白土移 （第3症例）
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左側大細胞性赤核
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備 考  五枚毎に樵索

総細胞敷に封ずる各成
分前編細胞の％
各細胞・成分中に於ける
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第9表’ 第 3 症例

右側大細胞性赤核

各攣化細胞％

±
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十

総噸化細胞％
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左側大細胞性赤核
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±
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第10表第3症例
大   細 胞 性 赤 核

総  数
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縛細胞数に
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各細胞成分
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〇

〇

〇

大細胞 中細胞

＋卜
 1一一

小細胞

15 1
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士
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  ）

o

o

o
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士
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 e
5．IL 3．4 91．8
 －li一一一一」

±

 2

1．1

2．7

十

4

2．1

s／．

経核の一部，晶晶心被蓋束の起部の高高部並に右大細

胞性赤核田方群の一一Utを完全に破噂しており（附圖第

7囲），これに因って蒜起された右オリーブ核に至る

目高被蓋束の昌昌繊維をMarchi標本で確認し得た．

附圖第8圖，第9圖）．

小 括

 槍索例に於ける大細胞性赤核の細胞は一般に

：Lipofuscinに富んでおり，中及び小細胞の中に

はL｛P⑪fuscinの認められないものもあるが，

亘大，：大細胞と一群をなしてみる。斯く一群を

なして密集してみる細胞群中にはMelaninを

含む細胞は認められなかった．Tigroid小燈は

全く正常像を示してみるにも不拘，核の偏位し

てみる細胞が少数認められた．核小盟2箇を有

［ 31 ］
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するものは見られなかった。各症例を通じて背

：零細が良く稜達tており，全細胞敷は個人差は
                    ら
あるが，大髄一側400乃至9⑪0箇であって，豆

大，大細胞の合計は全細胞鐵の施乃至％位であ

る。核の前後種に於いても個人差がある程度に

認められ，2．⑪1nm．乃至35mnL前後である。

 第：2症例に於ける攣化細胞の成因機韓に就い

ては，訳の事項が考慮されなければならない。

帥ち，

 1）所謂年齢に因る遷化。

 2）死後攣性．固定染色の不備．

 3）全身嚢弱．癌性悪液質．出血性素因．

等であって，所謂年齢に因る攣化に就いては，

三友22）が2例（71歳，66歳）の高年者大細胞性赤

核に於いて斯かる遷化細胞を認めなかったと云

ふ事：實から，榊山13）がClarke氏柱細胞に認め

たと云ふ所謂年齢的霊化は人艦大細胞性赤核細

胞には認められないものと考へて良からう．死

後攣性に就いては，：Fawo聡kア5），安藤£）等は動

物暴露で24時聞後位から起ると云ってみる．本

症例は死後6時闇以内に剖槍，固定されたもの

である事，叉第1症例も略同一條件下に置かれ

たにも不拘，何等攣化を認めなかった事から考

慮外に置いても良いと思ふ．圃定，染色に因る影

響に就いても，全症例が即事一條件下になされ

た事から考へて，それ等の事項が憂化出現の墨

壷たり得たとは考へられなV・。結局Spiclmeyer

3。｝等の云ふ如き癌性悪液質，’全身蓑弱等に因る

紳経細胞の攣化に加ふるに，他症例には見られ

なかった出血性素因に影響された攣化と認め、

て大過なきものであらう．攣化細胞像も不完全

Tigrolysisのみである事はこの考へ方を支持す

るものと思ふ．

 第3症例に認められた攣化細胞の出現機轄：は

癌韓移の爲の紳経細胞の直接墜迫に因るものと

考へたい．

 第2，第3症例には，確かに病的像と思はれ

る納胞の存在を認め得るが，その程度は定型的

な逆行性膨化像の範疇に入るべきものではな

く，而もその出現率も表示した如く僅少に過ぎ

ない。

 第4倒．宮○某女．36歳．酒商．

 1941年9月，右乳癌の診断1の下に某病院で右乳房平

群術を受けたが，1942年8月頃から腰痛が起b，岡年

9月初旬には爾足端の知畳鈍麻に氣付く標になった。

9月10日過ぎに至っては，歩行困難さへ加はり，9月

22目，當科に入院した．1⑪月10日頃には，知畳鈍麻は

麟の高さに迄及び，下肢の随意運動は全く不能とな

軌直腸膀胱障碍も顯著となった．レントゲン槍査で

は，第9胸椎椎弓に高度の破壊像が認められた．同年

11月 17日死亡．特志によって二見した所，第9胸椎に

は「レ線像に明かであった如く癌轄移に因る高度の骨

破襲像が認められた．該部に椙下する脊髄は稽浮腫賦

を呈するも，出血並に液盟の瀦溜はなく，Marchi蓮

績標本では第8胸髄から第1⑪胸髄に亘って上行四二に

下行性経路の攣性繊維が認められ，上行性胃性繊維は

後索核董に小下等に附して居り，下行性攣性繊維は雨

索llEに側索に著明に認められた．（詳細は他敢室員の

報告があるので省略する），

 大細胞性赤核の組織學的所見・

 正常細胞は：Lipofuscinに富み， Mela駐inを含むも

のはなく，核小盟2箇を有するものもなかった．病的

攣化は：巨大細胞，大細胞の大きさに相當するものに主

として見られ，小細胞には病的攣化を示すものなく，
申細胞では全細胞樋じて僅かに｝謡のみ病的所見を

示した，病的所見としては，完全Tigrolysis，不完全

Tigrolysis双方共に認められる．副ちTigroid小門

の崩壊，胞腿の膨化，核偏位等何れも定型的逆行性攣

化に制定すべき所見を見る．第2症例に於いて認めら

れ力平な病的二化は本例には1箇も認めbれなかっ

た，（附圖第10圖，第11圖）．背方群が良く綾達してみ

て，一側の全細胞敷は約500箇であり，亘大細胞，大

細胞の合計は全細胞数の約1／4・5を占め，核の前後径

は約1・6皿m・であった．（第11，第12，第13表）．

 第5例，市○某男．28歳．洋服商．

 1934年10月20日，某病院で直腸癌と診断されたが，

根治手術の適懸は既になく，左下腹部に人工肛門造設

術のみを施された．丁丁から輕度の腰痛があわ．日と

共に堪え難くなり，遽には入工肛門附近の高さにも激

痛を感ずる様になり，睡眠を妨げられるに至ったの

で、1940年4月2G日｝東京康樂病院に入院．同月24日，

第5頸髄の高さで爾側性前側索切断術を行った．激痛

は消失したが，肺炎を併硬して術後5日で死亡．特志

により解剖，前側索切岡範團は左右共殆んど同程度で
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第11表 宮○某女 36歳 胸椎癌輻移 （第4症例）

                       一            一                                      一
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第12表 第4症例
右側大細胞性赤核
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第13表 第4症例
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あって，総状靱帯附着部より薗側索に深さ約2m個計

約3mm．の切断が加へられてるる．

 大細胞性赤核の組織學的所見・

 正常細胞は］Lip⑪fuscinに富み， Melaninは含まな

い，病的細胞は小細胞には1箇も認められず，中細胞

には極く下敷にしか認められるに過ぎない．それに反

して：巨大細胞及び大細胞に担當する大きさの細胞には

多数の壁化細胞が認められ，且つその礎化は定型的逆

行性憂化像に激ふべきである．（附圖第12圖，第13圖）・

爾側共に高度に而も殆んど同一比率に三二細胞が認め

られる事は，後に述べる如く注目すべき1であろう。

本症例に於いてもt背方群の護達が比較的良く，一側

の全細胞敷は約450箇であって，亘大細胞，大細胞の

合計は全細胞敷の約1／2・5であり，核の前後径は約

1Jmm．である．（第14，第15，第16表）。

 第6例 山O某男．48巌．石工業．

 1940年5月，胃癌の診断の下に某病院で胃切除を受

けたが，1942年初め頃から磐部，雨下肢に放散する激

痛が起り，同年4月9日，當科に入院．同月22日s左

側は第6頸髄の上端，右側は第8頸回の下端に相當し

て，上側性に前側索切仁術を行った。輪回痛の目的ほ

達したが，翌日から輕度の意識丁丁を來し，順脊髄液

は精澗濁，更に隈膜i：炎の症状がカロは蛎衛後6日で途

に死亡．即吟によって解剖．前側索切繊部は，左側で

は第6頸髄の上端に於いて愚状靱帯附着部より前側索

に深さ約2mm・巾約5mm・の切口が加へられれ，右側

第14表 市○某男一28歳 前側索切断 C．V． 5 C．V． （第5症例）
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第15表 第5症例
右側大細胞性赤核

各憂化細胞％

総攣化細胞％

± 十

4．8 7．0

11．8

左側大細胞性赤核

十

6．6

±

4．8

11．4

各攣化細胞％

総礎化細胞％

第16表 第5症例

1 総  激

893

大

総細胞敷に
封ずる％
各細胞成分
に於け．る％

細

：巨大細胞

36
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±

 6
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12
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十

赤 核
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一  士  十
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  1
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2．7

小細胞

296

33．1

100．0

士

o

o

o

十

〇

〇

o

に於いては，第8頸臆の下端で同檬前側索に深さ約

2mm・巾約3mm．の切蜥が加へられてるる，

 大細胞性赤核の組織學的所見・

 正常細胞は：Lipofuscinに富み， Melaninを含まず少

敷のものには核偏位が認められるが，核小艦2箇を有

する細胞はない．逆行性攣化の大多激は：巨大細胞並に

大細胞に相當する大きさの細胞に之を屈め，沼牛撒は

完全Tigrolysisに囲する．（附圖第14圖，第15圖）．

右側の編曲細胞数が左側に比して多い事は特に注目す

べき事項である，本症例では腹方量が梢良く護達して

おり，一側の全細胞敏は約650箇であって，亘大細胞，

大細胞の合計は全細胞敷の約％である。核の前後径は

約2．5mm・であった，（第17，第18，第19表）。

第17表 山○丁丁 48歳前側索切噺 C．VIII． 6 C．VL  （第6症例）
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攣亭亭に正常細胞の％

備考 二枚下に樵索

第18表第6症例
右側大細胞性赤核 左側大細胞性赤棲

±1＋ 十 ±

各攣化細胞％ 9・61・2・・ 6．窪 5．8 各憂化細胞％

絡憂化細胞％ 21．6 12．6 総攣小細胞％

第19表 第 6症例
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 検索した大細胞性赤核の細胞は一般に：Lipo－

fuscinに富み， Melaninを含有せす，一側の細

胞総数は450乃至650箇であって，核の前後径

はL6mm．乃至2．5mm．である．

 第8乃至第10胸髄横噺障碍の像を示した第4

症例に於いて，S大細胞性赤核細胞に定型的逆行

悔攣化像が認められた事は，該核からの下行性

括

織維が人士に於いても存在する事を明かにした

㊧墜な一ら壷＿第璽胸髄まで．i泌数◎繊維が下行

する事を臨回せしめ得るものである。

第5症例に於いて，左右の攣化細胞の出現率

が殆んど同程度を示してみる事は，前側索切断 ・

が同じ高さで，略同じ範園に施されてみると云

ふ事によって容易に論明し得られる所であり，

t 36 ）
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且つ大細胞性赤核からの繊維は人髄頸髄に於竺

ては前側聖句を下行するものなる事を推定せし

める．

 第6症例は人離赤核脊髄路に照する更に重要

な新知見を提供してみる。帥ち前側索切漸の範

園は，左側に於いて右側に於けるよりも廣汎で

あり，殊に背：方錐艦側索路に近接してみる事

と，赤核に於V、ては，右側に於いて左側よ1）も

高…率に黒化紬聖職出現してみる事である．tの

爾事細から黒漆に於いても赤核脊髄路は羅野多

撒交叉性のものであらうと推定しだい．

 又第4，第5，第6症例の槍素成績によっ

て，人艦赤核脊髄路の存在が確實であb，特に

第6症例からは，交叉性であらうと云ふ事も推

論されたのであるが，各々平中に認められた攣，

化細胞中，完全Tlgr⑪】ysisを起したものS原細

胞を何れの細胞成分に属せしむべきものである

かと云ふ事は，馴化細胞が胞磯の膨化を絆季と

云ふ事實25）から考へて，攣化細胞の径測のみか

ら直ちに推定する事は困難な事であらう．然し

ながら，Colenbrander s）は胞禮の膨化は：最大の

場合でも2倍以上になる事はないと云ひ，鈴木

33）は事事の膨化は認められるが，倍化する程著

しいものではないと云ってみる事と，余の槍盤

領では不完全Tigrolysis（一応の膨化は殆んど

示さぬ程度の紅型）を示す大多数の細胞が亘大

或は大細胞群に属するものであ）t，中小細胞に

は不完全Tigrolysisを示すものを殆んど認めな

かった事實から，本槍索諸症例に於いて完全

Tigrolysis ，の像を呈する攣化細胞は，径測値を

そのまs該幽せしめた細胞成分，師ち大多撒は

E大及び大細胞群に算入して大過はないと思は

れ，る．

総括並に考按

 Hatschck lo）の云ふ如く，大細胞性赤核は人

艦に於いて，殆んど痕跡的存在と化してみる．

余の思索例に於いては，一側卒均540箇であり，

三友助の結論と二致し，個入質差異を考慮して

               ジ
も一側100⑪箇以下であらうと思はれる．各群中

一般に背馳群が比較的良く獲蓮してみるが，腹

超群の襲達してみる例もある．（第：6例）．中間

群は諜者に較べて，その護達は極めて貧弱なも

のであらう．

 大細胞性赤核を特徴づける亘大細胞並に大細

胞の合計は全細胞数の1／2・5乃至％程度であっ

て，平均絶程度と考へて大過なく，大細胞性赤

核の前後径は，陶34）は5．8mm．三友22）は2mm．

以下と云ってみるが，余の症例では，準均2．2

mm・であって，最大3．5mm．を示した。陶の場

合は間質：核（：Nucleus interstitialis〔Cajal〕）をもd

大細胞性赤核中に算入してみるから，大細胞性

赤核そのもの蕊前後径は，彼の報告よりは小で

あらうが，三友が2mm．以下であらうと云って

みるのは當ってみない様に思ふ．余は個人差を

考慮に入れて，大細胞性赤核の前後径は4mm．

以下とするを委當と思ふ。

 余め検索例を通じて，大細胞性赤核細胞が

：Lipofuscinに富む事は，小細胞性赤核と著しく

異なる黙であるが，中，小細胞中にLipofuscin

を含まぬ細胞も見受けられた．Melanin含有の

有無に就いては，Mingazzini 2）は大細胞性赤核

中にMelani皿含有細胞の存在を記載し，陶s9）

はMelaninを含有する中細胞を大細胞性赤核

細胞に属せしむべきや否やを疑ひ，三友22）は大

細胞性赤核中に斯る細胞は認め得ないと云って

みる．余の症例に於いても Melanin含有細胞

であって大細胞性赤核に驕せしむべきものは認

められなかった．Nissl聖慮が正常であって，

核偏位を示す細胞は少数認めらMyfeが，核小禮

，2箇を有する細胞は全く認められなかった．

 人類の赤核は簡箪な核ではなく，2種類の

全く異った性質の細胞から構成される核セあ

って，赤核の尾側端を占める大細胞性赤核

（Nucleus ruber m鰭noce】lu玉麟s〔H孕tschek〕）は，

［ 37 ）
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人脳に於いては全く痕跡的存在となってみるの

である．斯る見地から人意赤縁脊髄路は存在す

るであらうが，非常に小さなものであらうと云

ふ假定の下に，哺乳動物に於ける該路の走行を

基礎として，山羊各種：の業績がなされて來たの

であって，Collier及び：BuzzaTd 4）（1901）は被蓋

領域障碍に因る2例の人膿脊髄に於いて哺乳動

物と同一走行を示す赤核脊麓路を素性織維とし

て認めたと記載してみるが，この症例では被蓋

領域の障碍範團が飴りにも廣汎である爲印路

を宰相に追求溢乳したものとは頷き難く，又人

艦赤核脊髄路が彼が圖示する様な太い束を形成

すると考へるには，人噛大細胞性赤核は飴り

にもその護達程度が貧弱である事は，從來認

められて來た事である．Holmes i2）（1904）は橋

の右下血腫准例に於いて，赤核脊髄路の攣性を

Marchし標本で認めたと云ってみるが，本症例

では該路の正確な記載もなく，又附記もつけて

みないので詳細不明である．：Foerster及びGage1

6｝（1932）は2例のChord⑪tomieの症例に於い

て，障碍池上：方にはDeiters氏核の細胞以外に

逆行性磁化を認め得なかったと云ひ，Andrぴ

Th⑪mas i）（1936）は被蓋領域，特に赤核の部位

の小出血を俘ふAngioglioraの症例に於いて，

爾側中心被蓋束の攣性は認めたが，哺乳動物の

赤核脊髄路の走行に一致する攣性織維は延髄に

於いても，脊髄に於いても認め得なかったと云

μ，且つ人罷iに於ける中心被蓋束の著しい震達

は赤核脊髄路の存在しなV・事の代償か或は該路

の極めて貧弱な獲達を補ってみるものであらう

と記載してみる。然るに一：方Stem鋤（1938）は

                  ノ後下小隅動脈の血栓例並に第4胸髄の癌轄移墜

迫障碍例から，大細胞性赤核博逆行性的化を認

め得た事を記載してみるが，赤核脊髄路は人艦

脊髄に於いて如何なる部位を下行し，且つ大細

胞性赤核の如何なるElementが攣化を起して

みるかに關しては言及してみない．

 以上の如く人腿赤核脊髄路に關する從來の諸

｛家の読は寧ろ昏迷を重ねた槻があるが・余は上

述の研究によって，人膿に於いても赤核脊髄路

は明かに存在する事を確認し，且つ少くとも第

1⑪胸髄まで下行してみる事を實謹し得．（第4

症例），叉頸髄に於いては前側索中を下行する

麩明瞭とな」得た。（第5，第6症例）．叉些

’の経路の起始細胞をなすものは，大細胞性赤核

中の亘大細胞並に大細胞であって（第4，第5，

第6症例），恐らく動物の赤核脊髄路：風趣

性のものであらう．（第6症例）．

結

 入間の赤核の大部分を構成するものはその中

心部をなす小細胞性の部分である．（NuCleus

rLzber parvocellularis〔Hatschek〕）．このものか

らは同側の中心被蓋束を形成して「オリーブ核

に至る織維が出る・多くの哺孚監物に於いて顯。

著な稜達を示す大細胞性の部分（Nucleus ruber

magnocellularis〔Hatschek〕）は，人間では痕跡

的となゆ所謂赤核の強聴を占むるに過ぎない。

この大細胞性の部分から下降性の繊維が動物に

於けるが如く脊髄まで下降するや否やは未解決

の問題であったが，余は脊髄並に赤核附近に病

攣のある数例を選んでこの問題を槍討した・

論

 わ入艦大細胞性赤；核には芭大，大，中，小

の四つのElementがあ）1，一側の全細胞数は
 セ

10⑪0箇以下であって，その前後径は4mm．以下

であらう．

 2）赤核脊髄路は人間に於いても存在する．

その起始細胞の大部分は大細胞性赤核細胞を構

成する4因子中の：巨大細胞及び大細胞である．

 3）人艘大細胞性赤核中の互大細胞，1大細胞
                    
の合計は全細胞の約％をなす．     1

 4）人間の赤核脊髄路も恐らく交叉性のもの

であって，頸髄に於いては前側索中を下行し，

確實に胸髄下端まで到達してみる．

t 38 ］
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  岬町に臨んで終始御懇篤な馬指i導と御野地を賜は
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